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１ クリーンウッド法の改正案が閣議決定 
政府は、クリーンウッド法（合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律）の改

正案を２月 28日に閣議決定し、国会に提出しました。新たに川上・水際における合法性の

確認を義務化する条項などを設け、違法伐採対策を強化する方針。 

同法は 2016年に議員立法で成立し、翌年施行されています。施工後 5年をめどに検証を

行って「必要な措置」を講じると規定しており、林野庁は検討会を設置し、同法を巡る現

状や課題などに関する議論を進めてきた。昨年 4月には「中間とりまとめ」を公表し、同

法の実行性を高める方策の提言を受けています。 

主な改正点は、輸入商社や原木市場、製材、合単板、チップ工場などの第 1種木材関連

事業者に対して合法性確認を義務付けること。現在は任意の登録制度によって違法伐採木

材の締め出しを図っているが、義務化によって合法木材しか流通させないようにします。  

これに伴い、第 1種木材関連事業者を対象にした登録制度は廃止となります。 

また、合法性確認を円滑に行えるようにするため、国内の素材生産業者等に対して伐採

届け等の情報提供が義務付けられることになります。 

第１種以外の第２種木材関連事業者については、現行の登録制度を継続し、新たに「小

売業者」を追加して合法性確認等の取り組みが消費者まで伝わるようにする方針。 

法改正後は、周知期間が必要なため、義務化に関わる規定は 2025年に施行することが予

定されています。（木産協だよりの 2月号でも概要をお知らせしております） 

 

 
 

 

 

 

 

 

２ 木産協の事業展開におけるアンケート調査 
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2.事業展開アンケート調査 

山 形 県 木 材 産 業 協 同 組 合 

〒990-2473 山形市松栄 1-5-41 

TEL.023-666-4800 FAX.023-646-8699 

URL:https://www.mokusankyo.jp 

E-mail:yamawood@mokusankyo.com 

4.3月の行事 

 

 
5.やまがた省エネ健康住宅支援事業見直し 

 

1.クリーンウッド法の改正案が閣議決定 

3.一般流通材活用木造建築ワーキンクﾞ 

目 

次 

● 組合員の皆様：組合の運営につきまして日頃から格別のご配慮をいただき誠にありがとうござい

ます。さて、令和 5 年度の事業展開をより組合員の皆様のご意見を踏まえたものにするため 

【木産協の事業展開におけるアンケート調査】をさせていただきます、【別添アンケート調査表】

を添付しましたので、ご意見等をお寄せいただけますようお願いいたします。 

6.県産認証材「やまがたの木」普及・利用 

促進事業 
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３ 一般流通材を活用した木造建築ワーキングについて 
３月７日（火）に、山形市内にて、【一般流通材を活用した木造建築ワーキング】の初会

合が行われました。やまがた県産木材利用センター（事務局：木産協）が主催し、「山形県

建築士会」と「木産協（県プレカット協会）」が連携し、民間施設等においても、住宅等に

使われている一般流通材を使うことが、価格的にも、納期的にも安価で短納期となり、早

期に民間施設等の木材利用に繋がるものと期待しての立ち上げとなっています。 

第１回ワーキングにおいては、今後の活動の方針として、比較的取り組みやすい民間施

設の事務所や店舗、福祉施設などをターゲットに、現在、県内で流通可能な【一般流通

材】はどのようなものがあるのかリスト化を図り、建築関係者が使いやすく分かりやすい

ものにしていくものです。 

さらに、設計をするうえで必要な情報（JASや、強度、更にはプレカットの継手、金物

などの情報）を整理し、設計上、木材利用の障害になっているハードルを下げることに繋

げていく。次のステップで地域材の流通情報も含めて整理し県産木材の利用拡大に繋げた

いとしています。 

【イメージ：入手しやすく比較的安価な一般流通材はどんなものがあるのか？】 

● 強度や品質、JASは可能か（ノンJASか）など、同じ寸法のものであっても生産してい

るメーカーによって強度も品質も違うことを踏まえリスト化を検討 
 

 

 

 

 

 

4 3月の行事 

※木産協・利用セの理事会・総会の日程は、各役員会の了承後お知らせします。 

※（お知らせ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 会 議 ・ 行 事 名 等 出席者 

3. 16 全木連・全木協連 理事会・情報交換会     （東京都） 理事長他 

3. 17  全木連・全木協連 事務局長会議        （東京都） 専務 

3. 19 木の国やまがた魅力展（広葉樹製品展示会）     （山形市） 専務 

3. 20 山形県木材産業協同組合  第 3回理事会    （山形市） 理事長他 

3. 20 山形県地域材利用拡大連携協議会        （山形市） 理事長他 

3. 20 山形県木材産業協同組合  第 5回三役会議   （山形市） 理事長他 

3. 30 やまがた県産木材利用センター 委員会連絡会議 （山形市） 理事長他 
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●【山形木材業組合】の役員改選について： 新組合長に【逸見木材㈱の平間氏】、副組合長に 

【相原木材㈱の相原氏】、【㈱漆山木材店の漆山氏】、【㈱カネキチ材木店の佐藤氏】が就任なされま

した。引き続きよろしくお願いいたします。 

●【渡部製材所 木材乾燥施設 竣工祝賀会】：昨年 8 月の豪雨災害で被災されました飯豊町の渡

部製材所（渡部社長）から、新施設の竣工祝賀会のご案内をいただきました。新たな木材乾燥施設

を導入して本格稼働するとのことで本当におめでとうございます。引き続きよろしくお願いしま

す。 

●【情報提供】「待ったなし、製材業界の人材育成」：今年の 1 月に「木産協」が主体となって開催

した【第１回地域材を活用した木材利用セミナー】で講師としてお招きした【林材ライター：赤堀

氏】の製材業界の人材育成についての提案論文が公表されました。役員等にご紹介いたしますが、

今後の活動で必要な方は是非ご連絡をお願いします。情報提供いたします。 

【建築士会】→【意匠設計】【構造設計】の中堅技術者の選定（6名参加） 
㈱平吹設計、㈱秦・伊藤設計、㈱鈴木建築設計、多田構造設計、㈱丹羽設計、㈱あべ構房建築設計 

【木産協（プレカット協会）】→プレカット・製材の中堅技術者の選定（4名参加） 
㈱スペースパーツ山形、㈱アイタ工業、㈱山形城南木材市場 
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５ やまがた省エネ健康住宅新築支援事業の見直し(県建築住宅課) 
【10年間の利子補給制度から一括補助に変更となっています】 

● 要件：やまがた省エネ健康住宅の認証が確実な物件 
主催 山形県木材産業協同組合、やまがた県産木材利用センター、村山地域林業振興協議会 
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【詳しくは、各地域の総合支庁建設部建築課にお問い合わせをお願いします。 
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６ 県産認証材「やまがたの木」普及・利用促進事業（県森林ノミクス推進課） 

 ※4月から受付が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 民間施設への支援は木産協が窓口となっている【JAS構造材実証支援事業】（構造用部材の使用量

に対する助成）と併用が可能です。詳しくは木産協に問い合わせをお願いします。 
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●木産協からのお知らせ 
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●全木連からのお知らせ 

「JAS構造材が拓くニッポンの木造」がご覧いただけます。 
 

全国木材組合連合会では、都市での木材利用を促進するためには、性能・品質

の明らかな JAS構造材等木質建築資材の消費拡大が重要であることから、建築関連の専門誌である

「建築知識」とタイアップして、JAS構造材の活用事例を連載してきました。 

 

 これまで連載してきた記事を「JAS構造材が拓くニッポンの木造」として、
「対談」、「インタビュー」、「技術解説」、「実例」、「工場・建物探訪」として再編集し、木

造建築に取り組まれる方々の参考となるよう冊子を作成しました。 

 

 この度、冊子を PDF化しましたので、木造建築に対する JAS構造材の活用に向け、広く活用して

いただければ幸いです。  

https://www.jas-kouzouzai.jp/ 

ＪＡＳ構造材が拓くニッポンの木造 特集 JAS構造材実証支援事業 (jas-kouzouzai.jp) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※冊子の内容（本文、写真、図表、イラスト等）を、全国木材組合連合会及び著作権者の承

諾なしに無断で転載（翻訳、複写、データベースへの入力、インターネットでの掲載等）す

ることを禁止しますので、ご留意願います 
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https://www.jas-kouzouzai.jp/feature/16_index_detail.php
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●山形県からのお知らせ 
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●住宅着工状況（1月期） 
令和 5 年１月期の県内新設住宅着工戸数は 304 戸となり、対前月比 75.4％、対前年同月比 98.1％、対前年累計比は 98.1％となった。 

県内では貸家、持家ともに減少傾向。地区別の前年比・累計比は最上・置賜では増加したが、村山・庄内では減少した。木造率は 95.1％。 
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